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分析導入～企業課題の詳細の見える化
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企業の身体測定を始めるにあたって、経営者が自覚している症状や、経営者が考えるBESTの健康状態を最初に
確認しておく。プロセスの進行に従って、話が拡散したり、横道にそれても、基本はこの部分に戻ることを大前提と
する。
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【具体的質問と背景の意図】
• 不安や不満について、定性調査の門切り型の質問では
なく、愚痴を聞き出すカウンセリング的なアプローチ
で問いかける。

• 「色々大変なことも多いでしょうけど、社長は現状の
どういう部分が不満ですか？」の問いを鍵に経営者の
不満をすべてここで、吐き出してもらう。

• 上の、不満や不安を解消して、より良い状態になった
のちに、会社をどのような優れた方向にもっていきた
いのか、夢を聞かせてもらう。

• 「短期的な夢は何ですか？」との問いを鍵に話を広げ
る。

「社長の夢を実現させたいですよね、そのためにもう少し
会社の症状を明らかにしましょう」

→次のステップへ
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分析①～企業活動の見える化
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社長の理想を実現するために、会社がどのような仕組みや流れで儲かっているかを、改めて考えてもらう。

「人が足りない」という部分の現象から、会社の利益構造という全体の俯瞰に、視点を移動する。
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【具体的質問と背景の意図】
• ①～「まず、社長の会社がどのように儲けてているか、仕事
の流れを追いかけてみましょう」の質問で左の図をもとに、
社長ととも商流を検討していく。

• 次のページ（調査票参照・業種別一般事例）を、一緒に見な
がら、「社長の会社は●●業になりますよね。それぞれ部署
があるかどうかは一旦脇において、このような流れで仕事の
流れは進んでいますか？足りない業務はありますか？」と参
考資料からVCを一緒に明らかにしていく。

• 「社長の会社は、この流れで利益を出しているんですね」・
・・確認

• ②～「①で明らかにしたそれぞれの業務工程を、“どこが収
益に対して重要か、人件費がかかっているのか、設備が必要
か、原価を投じているか”の4つの視点で見てみましょう」

• 「A～ｎの工程でどこが一番収益にとって重要ですか？」
• 「次はどこですか」・・・「ここは収益にあまり貢献してい
ませんか」

• 「この工程は何人いますか・・・・」
• 「人件費は概算でどのくらいでしょうか・・・」
• 「どのくらい、設備投資しているか改めて見てみましょう」
• ※回収の必然性で、重要度が変わるかもしれない。
• 「原価がかかっている工程はどこですか」
• ※経費削減の可能性を検討することができる

「社長の会社の利益の構造がわかりましたね」
→次のステップへ
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分析②～課題症状の発症部署を確定する
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問診票や、導入の最初の問いなどを参考に、社長が“問題視”している現象が、どの作業工程で発生している問題
なのかを明らかにし、その作業工程で、どのように発症し、どのように悪影響が出ているかを認識してもらう。
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【具体的質問と背景の意図】
• 「問診票（あるいは導入の最初の問い）で、社長が問題だと
考えた症状は、どの工程で発生していますか」

• 例：「商品の品質ですか」
• 「営業マン不足ですか」
• 「商品バリエーション不足ですか」
• 確定したら、確認し、「ここ（該当部署）で起こっている問
題なのですね？」

• 「もう少し、具体的に症状を聞かせてください」
• 発生している現象を詳しく聞くとともに、なぜその現象が発
生しているかを考えてもらう。

• この症状のヒアリングで、実はその問題を引き起こすさらな
る問題が明らかになる可能性があるので、最も重要なヒアリ
ングポイント。

• [重要]問題そのものが変わったり、本質的な問題の所在が変
わったりすることもあり、その場合は、問診や導入の最初の
問いに戻って、「その問題は問題ではなかった？問題の本質
はほかにもあった」ことを、再度丹念に解きほぐしていく。

「御社の問題が（病気が、けがが）明らかになったところで、
治療の方針を検討しましょう」

→次のステップへ
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分析③～解決の方向性を探る
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長年の慣習から問題を「人手不足」と固定観念的にとらえているリスクを解消する。分析②で明らかになった症状
が本当に人材による解決しかできない問題なのか否かを、簡単ではあるがここで検討する。
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【具体的質問と背景の意図】
• 「その問題は、本当に人の採用で解決しますか？あるいは人
が必要ですか」の質問で、採用以外の解決策の可能性を探る

• 「社長が欲しいと思っている人材は、その問題を解決します
か」の質問で、想定する人材像のズレを確認する。社長が考
えているほどハイスペックではない、あるいは、想定以上に
ハイスペックである。などの可能性の排除。

• 「その工程に、雇用で人材を配置できるほど、その工程は収
益に貢献していますか」VC上実はコストをかけることがで
きない工程で、前工程か後工程で吸収した方がよい。など。

• 「その仕事は、人ではなく、機会やシステムに置き換えられ
ませんか？」の質問で本当に人が必要かを一緒に検討する。

• ※人手不足を、安易な採用で解決することのリスクをこのス
テップで排除し、そもそもの採用の価値観を変えてもらう必
要性がある。

「御社の問題は、採用以外で解決することがわかりました」
→仲介事業者の持つ専門家によるコンサルティングへ

「御社の問題は、採用以外で解決することできません」
→研究会成果である、高度人材マネジメントのステップへ


	平成30年度「地域中小企業人材確保支援事業」�課題抽出ツール運用仕様�ディスカッションスクリプト ＜ver1.1 Mock up plan＞
	分析導入～企業課題の詳細の見える化
	分析①～企業活動の見える化
	分析②～課題症状の発症部署を確定する
	分析③～解決の方向性を探る

